
『
明
暗
』
雑
攷
（
一
）

石

﨑

等

一
、
草
稿
そ
の
他

『
明
暗
』
は
漱
石
の
小
説
中
で
、
未
完
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
番
長
い
。
執

筆
中
に
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
創
作
の
秘
密
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
な
一
篇

の
漢
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。

尋
仙
未
向
碧
山
行

仙
を
尋
ぬ
る
も

未
だ
碧
山
に
向
か
っ
て
行
か
ず

じ
ん
か
ん

住
在
人
間
足
道
情

住
み
て
人
間
に
在
り
て

道
情
足
る

明
暗
雙
雙
三
万
字

明
暗
双
双

三
万
字

ぶ

ま

撫
摩
石
印
自
由
成

石
印
を
撫
摩
し
て

自
由
に
成
る

（
書
き
下
し
は
一
海
知
義
に
よ
る
）

と
い
う
無
題
の
七
言
絶
句
で
あ
る
。
詩
中
の
〈
明
暗
〉
は
自
作
『
明
暗
』
の

表
題
を
踏
ま
え
て
い
る
。
先
学
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
圜
悟
禅
師
の
『
碧
巌

録
』
第
五
一
則
に
見
え
る
禅
語
の
「
明
暗
雙
雙
底
時
節
、同
條
生
也
共
相
知
」

を
典
拠
と
し
て
い（
１
）る。

こ
の
時
期
、
七
絶
の
詩
体
は
少
な
く
、
大
正
五
年
八
月
一
四
日
以
降
に
制

作
さ
れ
た
漢
詩
は
圧
倒
的
に
七
言
律
詩
で
あ
っ
た
。
漱
石
が
芥
川
龍
之
介
と

久
米
正
雄
に
与
え
た
書
簡
に
よ
る
と
、「
毎
日
百
回
近
く
も
あ
ん
な
事
を
書

い
て
ゐ
る
と
大
い
に
俗
了
さ
れ
た
心
持
に
な
り
ま
す
の
で
三
四
日
前
か
ら
午

後
の
日
課
と
し
て
漢
詩
を
作
り
ま
す
。」（
大
正
五
年
八
月
二
一
日
付
）
と
あ

る
。
同
じ
書
簡
で
「
あ
な
た
方
の
手
紙
を
見
た
ら
石
印
云
々
と
あ
つ
た
の
で

一
つ
作
り
た
く
な
つ
て
そ
れ
を
七
言
絶
句
に
纏
め
ま
し
た
か
ら
夫
を
披
露
し

ま
す
。」
と
あ
り
、
百
回
連
載
し
て
き
た
字
数
は
約
一
八
万
字
だ
が
、
字
数

と
平
仄
を
考
慮
し
て
「
三
万
字
」
と
し
、「
結
句
に
自
由
成
と
あ
る
は
少
々

手
前
味
噌
」
め
く
が
「
自
然
の
成
行
上
已
を
得
な
い
」
と
書
き
送
っ
た
。
午

前
中
、『
明
暗
』
の
世
界
に
よ
っ
て
〈
俗
了
〉
さ
れ
た
頭
を
浄
化
す
る
意
味

で
、
午
後
に
は
漢
詩
を
制
作
し
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
書
簡
中
に
披
露
さ
れ
た
こ
の
詩
か
ら
判
断
す
る
と
、『
明
暗
』
の
執
筆

姿
勢
に
は
自
信
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
「
明
暗
雙
雙

三
万
字
」
と
い
う
表
現
に
は
、
前
途
遼
遠
た
る
結

末
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
五
月
二
六
日
の
起
稿
以
来
、
遙
け
く
も
書
い
て
き

た
こ
と
よ
と
い
う
率
直
な
感
慨
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
自
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由
に
成
る
」
は
、
字
義
通
り
「
原
稿
が
勝
手
に
で
き
あ
が
っ
て
ゆ
く
」（
一

海
知
義
『
漱
石
全
集
』
第
一
八
巻
「
漢
詩
文
」、
一
九
九
五
・
一
〇
、
岩
波

書
店
、
以
下
テ
ク
ス
ト
は
「
平
成
版
」
と
称
さ
れ
る
こ
の
全
集
を
用
い
、
適

宜
新
版
全
集
を
参
照
す
る
）
と
い
う
意
味
で
あ（
２
）る。
一
海
は
ま
た
「
明
・
暗

の
織
り
成
す
長
篇
の
物
語
」
が
い
つ
の
間
に
か
「
勝
手
に
で
き
あ
が
っ
て
ゆ

く
」
と
も
解
釈
し
て
い
る
。
長
い
執
筆
過
程
を
考
慮
す
れ
ば
、「
自
由
に
成

る
」
こ
と
は
、
や
が
て
小
説
の
完
成
を
意
味
し
、「
苦
痛
、
快
楽
、
器
械
的
」

（
同
前
、
久
米
正
雄
・
芥
川
龍
之
介
宛
書
簡
）
と
い
う
生
活
か
ら
の
一
時
的

な
解
放
を
意
味
し
た
に
違
い
な
い
。

一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
五
月
、
吉
川
幸
次
郎
が
『
漱
石
詩
注
』（
岩

波
新
書
）
を
刊
行
し
た
。
吉
川
は
漱
石
の
漢
詩
を
「
思
索
者
の
詩
」（「
序
」）

と
と
ら
え
て
い
る
。同
じ
「
序
」
の
中
で
「
私
に
さ
き
だ
っ
て
和
田
利
男
氏
、

松
岡
譲
氏
ら
に
、
業
績
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
な
お
不
充
分
に
感
ぜ
ら
れ
る
」

と
書（
３
）き、
さ
ら
に
「『
明
暗
』
執
筆
中
の
詩
は
小
説
の
進
行
と
対
応
さ
せ
て

の
細
密
な
研
究
が
、
小
説
の
批
評
を
専
門
と
す
る
人
人
に
よ
っ
て
、
可
能
な

よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
書
い
た
。『
漱
石
詩
注
』
は
全
集
の
「
注
解
」
と
い

う
ス
タ
イ
ル
が
貫
か
れ
て
い
る
た
め
に
、
解
釈
は
読
者
に
委
ね
ら
れ
、
訳
は

一
切
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
飯
田
利
行
は
そ
う
し
た
吉
川
の
姿
勢
を
認
め
つ

つ
、『
漱
石
詩
注
』
の
欠
点
を
「
禅
語
及
び
禅
の
表
現
に
対
し
、
字
面
だ
け

の
解
釈
で
『
生
ぐ
さ
い
』
と
か
『
油
濃
い
』
と
称
し
、
漱
石
の
奥
深
い
胸
中

を
探
ろ
う
と
し
な
か
っ（
４
）た。」
と
疑
義
を
呈
し
た
。
し
か
し
吉
川
が
指
摘
し

た
小
説
の
進
行
と
漢
詩
制
作
の
関
連
に
つ
い
て
の
研
究
は
そ
の
後
着
実
に
深

め
ら
れ
て
い
っ
た
。
飯
田
の
『
漱
石
詩
集
譯
』（
一
九
七
六
・
六
、
国
書
刊

行
会
）
か
ら
『
新
釈

漱
石
詩
集
』（
一
九
九
四
・
一
〇
、
柏
書
房
）
へ
の

粘
り
強
い
道
程
、
加
藤
二
郎
の
『
漱
石
と
禅
』（
一
九
九
九
・
一
〇
、
翰
林

書
房
）
か
ら
『
漱
石
と
漢
詩
―
―
近
代
へ
の
視
線
』（
二
〇
〇
四
・
一
一
、

翰
林
書
房
）
に
至
る
業
績
、さ
ら
に
田
中
邦
夫
の
『
漱
石
「
明
暗
」
の
漢
詩
』

（
二
〇
一
〇
・
七
、
翰
林
書
房
）
の
登
場
は
、
吉
川
の
期
待
に
応
え
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
最
近
で
は
、
齋
藤
希
史
、
野
網
摩
利（
５
）子、
山
口
直
孝

な
ど
に
よ
っ
て
、漱
石
の
漢
詩
文
研
究
は
急
速
な
深
ま
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。

と
く
に
田
中
の
本
は
、
高
木
文
雄
の
研
究
を
修
正
し
、『
明
暗
』
執
筆
日
と

七
言
律
詩
の
制
作
の
関
係
に
つ
い
て
詳
細
な
検
証
を
行
い
、「
漱
石
が
津
田

の
病
室
と
堀
家
の
場
面
を
描
き
つ
づ
け
る
間
、
禅
に
彩
ら
れ
た
七
言
律
詩
を

創
作
し
続
け
た
」
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
を
し
た
。
と
く
に
、『
明
暗
』
第

八
九
回
に
執
筆
し
た
内
容
と
八
月
一
四
日
の
午
後
に
制
作
さ
れ
た
漢
詩
の
内

容
の
関
連
性
を
確
定
し
た
点
は
特
筆
に
値
す
る
。
前
述
の
芥
川
・
久
米
宛
書

簡
が
書
か
れ
た
八
月
二
一
日
が
第
九
六
回
に
相
当
し
、
そ
の
個
所
は
、
津
田

が
「
父
親
の
老
獪
さ
に
思
い
当
た
る
。」（
田
中
）
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
点
も
、今
後
の
『
明
暗
』
研
究
で
見
逃
せ
な
い
で
あ
ろ
う
（
後
述
、

「
十
五
・
５
」
を
参
照
）。

こ
う
し
た
研
究
者
の
系
統
と
は
別
に
、
作
家
・
古
井
由
吉
の
『
漱
石
の
漢

詩
を
読
む
』（
二
〇
〇
八
・
一
二
、
岩
波
書
店
）
が
注
目
に
値
す
る
。
と
く

に
「
晩
年
の
詩
は
、
自
分
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
他
者
を
含
ん
で
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
主
人
公
が
、
詩
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
て
い（
６
）る。」

と
か
、「
漢
詩
と
同

時
に
書
い
て
い
た
『
明
暗
』
の
主
題
の
中
心
が
、
人
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
す
。

も
ち
ろ
ん
漢
詩
の
方
で
も
、
人
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
諧
謔
の
目
で
見
て
い
ま
す
。
憎
み
な
が
ら
ま
た
赦
す
と
い
う
目
で
見
て

い
ま（
７
）す。」
と
い
う
指
摘
は
、
現
在
の
私
の
関
心
領
域
に
入
っ
て
く
る
問
題

で
あ
る
。
た
だ
ど
の
詩
が
他
者
を
内
包
し
た
自
己
の
表
現
な
の
か
、
諧
謔
が

ど
の
詩
の
ど
う
い
う
人
物
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
、
な
ど
に
つ
い
て
の
全
体
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像
は
、
講
演
を
も
と
に
し
た
原
稿
の
た
め
か
詳
細
が
語
ら
れ
て
い
な
い
。『
明

暗
』
の
登
場
人
物
た
ち
に
つ
い
て
も
、「
憎
み
な
が
ら
ま
た
赦
す
」
と
い
う

精
神
と
描
写
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
つ
い
て
は
、
漱
石
の
創
作
方
法
の
特
徴
と

し
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
私
に
と
っ
て
は
看
過
し
え
な
い
点
で
あ
る
。

古
井
は
漱
石
晩
年
の
漢
詩
に
「
悟
り
の
心
を
否
定
す
る
よ
う
な
動
き
」
が

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
一
〇
月
一
日
の
詩
に
〈
諧
謔
の
気
配
〉
を
み
て

解
読
し
、
以
後
そ
れ
が
顕
著
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
深
読
み
を
恐
れ
ず

言
え
ば
、
自
己
否
定
（
逆
説
、
諧
謔
、
諷
誡
、
冷
笑
な
ど
）
の
強
い
表
現
が

多
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
所
謂
、
近
代
人
の
肥
大
化
し
た
個
人
主
義

や
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
相
対
化
す
る
よ
う
な
視
点
が
強
く
な
り
、
自
身
を
客
観
視

し
て
諧
謔
的
に
見
る
視
点
が
出
て
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
さ
ら
に

古
井
は
、『
明
暗
』
を
〈
も
ろ
も
ろ
の
人
物
の
暗
愚
さ
の
絡
み
合
い
〉（
前
掲

書
一
一
一
頁
）
を
描
い
た
作
品
と
と
ら
え
、
人
間
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム＝

暗
愚
の

醜
さ
が
描
か
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
う
し
た
観
点
は
と
り
わ
け
新
し
い
も
の

で
は
な
い
。
唐
木
順
三
か
ら
小
宮
豊
隆
に
い
た
る
古
典
的
な
『
明
暗
』
論
に

お
け
る
〈
百
鬼
夜
行
〉
の
世
界
を
継
承
し
て
い
る
。
未
完
成
に
終
わ
っ
た
こ

の
物
語
が
、「
暗
」
の
ま
ま
閉
じ
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の

妄
執
と
化
し
た
暗
愚
の
醜
さ
が
「
明
」
の
出
現
に
よ
っ
て
取
り
払
わ
れ
、
浄

化
さ
れ
て
終
焉
を
迎
え
る
の
か
。
禅
よ
り
も
老
荘
を
重
視
し
た
い
ら
し
い
古

井
だ
が
、
宇
宙
的
と
も
い
え
る
老
荘
の
「
道
」
に
就
く
こ
と
の
可
能
性
が
示

さ
れ
、
小
説
が
な
だ
ら
か
な
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
向
か
う
の
か
、
古
井
は
老
獪

に
も
本
当
の
と
こ
ろ
分
か
ら
な
い
と
言
う
。
た
だ
「
漢
詩
は
、（
…
…
）
き

わ
め
て
不
定
法
的
な
表
現
な
の
で
す
。」
と
述
べ
、
主
語
が
曖
昧
で
、
時
制

は
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
と
っ
て
時
間
の
層
が
厚
い
表
現
が
可
能
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
の
は
、
作
家
な
ら
で
は
の
鋭
い
指
摘
で
あ（
８
）る。

ま
た
漢
詩
に
は
、
漱

石
個
人
の
み
な
ら
ず
生
者
・
死
者
、
伝
説
上
の
人
物
な
ど
、
多
く
の
他
者
を

含
み
込
ん
で
い
る
と
い
う
指
摘
も
新
鮮
だ
。

主
語
と
し
て
想
定
さ
れ
る
人
物
は
、
書
斎
で
小
説
を
書
い
て
い
る
漱
石
自

身
、
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
生
身
の
漱
石
（
そ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
が

交
錯
す
る
）、
そ
こ
か
ら
逃
れ
出
て
、
憧
れ
の
境
地
に
住
む
隠

者
（
た
と

え
ば
陶
淵
明
）
や
仙
人
、
社
会
に
眼
を
向
け
る
諧
謔
者
（
た
と
え
ば
杜
甫
・

白
楽
天
ら
の
現
実
社
会
を
凝
視
す
る
諷
喩
詩
）
や
英
雄
豪
傑
譚
な
ど
、
漢
詩

の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
る
ま
で
も
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
己
像
が
仮
託
さ
れ

る
。『
明
暗
』
の
登
場
人
物
は
、
最
後
の
社
会
に
眼
を
向
け
る
諧
謔
者
の
視

野
の
網
に
引
っ
か
か
る
。
吉
川
幸
次
郎
が
「
も
っ
と
も
激
越
で
あ（
９
）る」

と
評

し
た
大
正
五
年
九
月
一
三
日
作
「
無
題
」
の
「
天
下
何
狂
投
筆
起

人
間
有

ぬ
き

道

身
之
（
天
下
何
ん
ぞ
筆
を
投
じ
て
起
ち

人
間
道
有
り
身
を

ん
で
て

ゆ之（
１０
）く）」
に
は
、
別
の
意
味
で
漱
石
の
社
会
性
が
突
出
し
て
い
る
。
い
き
お

い
漢
詩
の
世
界
は
、
そ
れ
ら
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
、
隠
逸
の
境
地
に
憧
憬
を

抱
い
た
中
国
詩
人
た
ち
の
生
き
方
に
向
か
っ
て
い
く
。
す
べ
て
で
は
な
く
と

も
そ
う
し
た
傾
向
を
帯
び
る
。

と
こ
ろ
で
、『
明
暗
』
は
、
そ
れ
ま
で
の
漱
石
の
自
筆
原
稿
と
違
っ
て
、

草
稿
段
階
に
お
け
る
加
筆
訂
正
が
多
く
、『
道
草
』
と
並
ん
で
書
き
損
じ
原

稿
が
多
い
「
作
品＝

テ
ク
ス
ト
」
で
あ
る
。
平
成
版
『
漱
石
全
集
』
第
二
六

巻
（
一
九
九
六
・
一
二
、
岩
波
書
店
）
に
は
、『
道
草
』
の
書
き
損
じ
が
二

一
九
枚
（
約
五
〇
頁
分
）
収
め
ら
れ
て
い
る
。
内
訳
は
天
理
大
学
図
書
館
が

一
〇
〇
枚
、
つ
い
で
新
宿
区
立
歴
史
博
物
館
（
現
在
は
新
宿
区
立
漱
石
山
房

記
念
館
）
の
六
八
枚
な
ど
で
あ
る
。
同
じ
く
『
明
暗
』
は
四
四
一
枚
（
九
四

頁
分
）。
内
訳
は
東
京
都
近
代
文
学
博
物
館
（
現
在
は
東
京
都
の
財
政
再
建

政
策
の
煽
り
で
消
滅
、
資
料
は
江
戸
東
京
博
物
館
に
移
管
さ
れ
て
い
る
）
所
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蔵
の
四
三
一
枚
が
大
半
を
占
め
、
他
は
個
人
蔵
や
古
書
カ
タ
ロ
グ
な
ど
か
ら

蒐
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
反
古
原
稿
が
意
識
的
に
残
さ
れ
て
い
る
作
家

も
珍
し
い
だ
ろ
う
。
異
例
と
も
い
え
る
量
で
は
な
い
か
。

東
京
都
近
代
文
学
博
物
館
の
館
報
『
駒
場
野
』
第
四
六
号
（
一
九
九
七
・

三
・
三
一
）
の
「
所
蔵
資
料
紹
介
」
に
よ
れ
ば
、『
明
暗
』
の
書
き
損
じ
草

稿
は
、
久
米
正
雄
旧
蔵
の
も
の
を
、
平
成
四
年
度
か
ら
七
年
度
に
か
け
て
入

手
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
訳
は
、
第
六
回
か
ら
第
百
十
五
回
ま
で
の
八
八
回

分
四
一
九
枚
、
そ
れ
以
外
に
、
回
数
な
ら
び
に
原
稿
用
紙
の
ペ
ー
ジ
数
が
不

明
の
一
二
枚
が
あ（

１１
）る。
こ
の
草
稿
は
す
べ
て
平
成
版
『
漱
石
全
集
』
の
た
め

に
提
供
さ
れ
、
初
め
て
活
字
化
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
以
外
に
も
存
在
し

て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
失
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

現
段
階
で
こ
れ
以
外
に
新
た
に
発
見
さ
れ
た
情
報
は
な
い
。全
集
の
「
注
解
」

を
担
当
し
た
十
川
信
介
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
草
稿
は
、
い
ず
れ
も
い
わ
ゆ
る
下
書
き
で
は
な
く
、
書
き

つ
ぶ
し
と
呼
ば
れ
る
原
稿
執
筆
時
の
反
古
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、

筋
の
展
開
上
、そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
更
を
み
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
逆
に
言
え
ば
、
原
稿
執
筆
時
の
反
古
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

漱
石
が
何
を
悩
み
、ど
こ
で
書
き
渋
っ
た
か
と
い
う
生
成
の
苦
し
み
が
、

あ
か
ら
さ
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
同
時
に
否
定
で
き
な
い
。
あ
る

い
は
こ
の
よ
う
な
書
き
つ
ぶ
し
の
検
討
は
、
枝
葉
末
節
に
す
ぎ
な
い
と

感
ず
る
向
き
も
あ
ろ
う
。だ
が
文
芸
が
言
語
表
現
の
芸
術
で
あ
る
以
上
、

あ
る
表
現
を
捨
て
て
他
の
表
現
に
書
き
直
す
こ
と
は
、
テ
ク
ス
ト
を
別

種
の
紋
様
で
織
り
直
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
漱
石
が
小
説
言
語
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
日
本
語
を
追
究
し
た
か
、
と
い
う
問
題
に
も
大
き
な

示
唆
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
定
稿
に
い
た
る
過
程
の
特
徴
に
つ
い
て
「（
一
）

書
き
出
し
の
苦
心
―
―
状
況
説
明
の
追
加
」「（
二
）
長
い
挿
入
・
修
飾
句
の

追
加
」「（
三
）
視
点
な
い
し
主
語
の
転
換
」「（
四
）
語
法
・
語
順
ま
た
は
文

型
の
変
更
」「（
五
）
津
田
と
お
延
の
出
会
い
」
の
時
期
に
つ
い
て
、
の
五
項

目
に
整
理
し
て
考
察
し
て
い
る
。
漱
石
の
表
現
の
特
徴
を
抽
出
し
、
整
理
す

る
の
は
大
変
な
作
業
で
あ
る
が
、
あ
る
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
解

題
的
「
注
解
」
と
氏
の
「『
明
暗
』
の
原
稿
に
つ
い
て
」（『
漱
石
研
究
』
第

一
号
、
一
九
九
三
・
一
〇
・
二
〇
）
を
併
せ
て
み
れ
ば
、『
明
暗
』
に
お
け

る
定
稿
と
そ
こ
に
収
斂
し
て
い
っ
た
書
き
損
じ
草
稿
群
と
の
新
た
な
生
成
論

的
研
究
の
た
め
の
基
礎
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
研
究
対
象

と
す
る
場
合
、
全
集
版
の
書
き
損
じ
草
稿
の
活
字
化
の
羅
列
だ
け
で
は
、
い

か
に
も
不
便
で
あ
る
。
生
成
論
的
研
究
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
に
は
、『
明

暗
』
の
定
稿
（
自
筆
完
成
原
稿
）
本
文
と
の
対
校
を
可
能
に
す
る
テ
ク
ス
ト

作
り
が
理
想
だ
が
、
そ
れ
が
不
可
能
な
ら
、
前
記
全
集
で
『
道
草
』
の
「
注

解
」
を
担
当
し
た
石
原
千
秋
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
全
集
版

テ
ク
ス
ト
を
基
礎
に
、
書
き
損
じ
の
草
稿
資
料
に
直
接
当
た
っ
て
み
る
か
、

前
出
『
駒
場
野
』
第
四
六
号
、
第
四
七
号
（
一
九
九
八
・
三
・
三
一
）
に
掲

載
さ
れ
た
写
真
版
の
反
古
草
稿
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
そ
こ
で
の
釈
文
に
は
若
干
の
誤
記
が
あ
り
、
全
集
版
を
参
照
し
て
訂
正
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
、
漱
石
の
研
究
は
精
緻
を
極
め
、
自
筆
原
稿
の
尊
重

や
本
文
校
訂
へ
の
関
心
が
強
ま
っ
て
き
た
。
本
文
校
訂
と
は
、
残
さ
れ
て
い

る
自
筆
原
稿
の
推
敲
（
加
筆
訂
正
）
の
跡
を
た
ど
っ
た
り
、
完
成
原
稿
（
定
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稿
）
に
い
た
る
ま
で
の
表
現
の
揺
れ
や
違
い
を
考
察
し
、
自
筆
原
稿
に
忠
実

な
本
文
の
確
定
作
業
│
│
テ
ク
ス
ト
作
り
を
し
た
り
、そ
れ
が
活
字
と
な
り
、

読
者
に
手
渡
さ
れ
享
受
さ
れ
て
い
く
（
流
布
さ
れ
て
い
く
）
プ
ロ
セ
ス
に
注

意
を
向
け
る
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
表
現
に
つ
い
て
の
研
究
領
域
で
あ
る
。

出
版
文
化
や
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
活
版
印
刷
に
お
け
る
活
字
の
書
体
や
字

配
り
な
ど
）
や
、
断
簡
零
墨
に
い
た
る
ま
で
蒐
集
し
、
よ
り
完
璧
な
全
集
を

目
指
す
編
集
方
針
な
ど
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
観
点
を
考
慮

す
る
と
、
テ
ク
ス
ト
は
作
者
の
意
識
を
反
映
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
潜
在
的

に
複
数
の
可
能
性
を
も
っ
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
自
筆
原
稿
に
関
す
る
言
説
が
飛
び
交
い
、
出
版
が
困
難
な
状
況

の
中
で
複
製
版
が
高
い
値
段
で
出
版
さ
れ
る
現
象
は
、
単
に
文
化
資
料
体
の

保
存
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
い
。
自
筆
原
稿
・
草
稿
類
を
参
照
し
、
厳
密
な

校
訂
を
経
て
出
版
さ
れ
た
全
集
を
踏
ま
え
て
、
テ
ク
ス
ト
生
成
論
研
究
の
道

が
切
り
拓
か
れ
て
い
く
こ
と
だ
と
好
意
的
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。

『
明
暗
』
に
は
簡
単
な
人
物
関
係
の
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
人

間
関
係
の
構
図
が
作
者
の
頭
に
大
体
あ
っ
た
と
し
て
も
、
作
者
の
頭
に
発
酵

し
て
い
る
『
明
暗
』
の
複
雑
な
プ
ロ
ッ
ト
を
正
確
に
把
捉
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。
そ
れ
を
最
初
か
ら
読
者
に
明
か
す
に
は
あ
ま
り
に
も
混
沌
と
し

て
い
る
。
執
筆
段
階
で
は
、
物
語
の
流
れ
を
阻
止
す
る
よ
う
な
よ
ど
み
な
ど

は
希
薄
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ペ
ン
で
紙
を
引
っ
か
く
こ
と
が
従
来

の
よ
う
に
は
な
め
ら
か
に
い
っ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
漱
石
の
頭
脳

に
は
、
茫
漠
と
し
た
『
明
暗
』
の
世
界
が
渦
巻
い
て
い
る
。
そ
れ
は
筆
を
動

か
す
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
明
確
な
か
た
ち
に
な
っ
て
こ
な
い
。
頭
の
中
を
駆

け
巡
る
言
葉
の
群
れ
に
ペ
ン
の
動
き
が
つ
い
て
い
け
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
多
分
、
多
く
の
書
き
損
じ
原
稿
は
そ
の
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。

ま
た
、
紙
に
な
じ
ま
な
い
ペ
ン
の
不
調
子
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

書
き
直
し
は
単
純
な
書
き
損
な
い
で
は
な
い
。
書
く
こ
と
の
微
妙
な
力
学

が
働
い
て
い
る
。
伏
線
を
効
果
的
に
生
か
す
た
め
に
、
筆
が
早
く
進
ま
な
い

配
慮
も
必
要
に
な
る
。
逡
巡
・
遅
延
の
時
間
と
書
き
悩
ん
で
い
る
こ
と
と
は

表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。

此
夏
は
大
変
凌
ぎ
い
ゝ
や
う
で
毎
日
小
説
を
書
く
の
も
苦
痛
が
な
い
位

で
す
僕
は
庭
の
芭
蕉
の
傍
に
畳
み
椅
子
を
置
い
て
其
上
に
寐
て
ゐ
ま
す

好
い
気
持
で
す
身
体
の
具
合
か
小
説
を
書
く
に
も
骨
が
折
れ
ま
せ
ん
却

つ
て
愉
快
を
感
ず
る
事
が
あ
り
ま
す
（
和
辻
哲
郎
宛
、
大
正
五
年
八
月

五
日
）

漱
石
は
、
こ
の
年
の
五
月
二
六
日
か
ら
『
明
暗
』
を
掲
載
し
始
め
、
連
載

は
す
で
に
七
〇
回
に
及
ん
で
い
る
。
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
始
め
た
自
信
に

満
ち
た
言
葉
と
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。「
毎
日
小
説
を
書
く
の
も
苦
痛
が

な
い
」
と
い
い
、「
小
説
を
書
く
に
も
骨
が
折
れ
ま
せ
ん
」
と
書
い
て
い
る
。

ま
た
「
愉
快
」
と
も
言
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
言
葉
は
久
米
・
芥
川
宛
の
「
苦

痛
、
快
楽
、
器
械
的
」
と
は
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
小
説
を

書
く
同
業
者
意
識
を
考
慮
す
る
と
、
久
米
・
芥
川
宛
の
「
苦
痛
」
は
割
り
引

い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
毎
日
『
明
暗
』
を
執
筆
す
る
こ
と
は
、

多
少
の
「
苦
痛
」
を
と
も
な
う
に
せ
よ
基
本
的
に
は
「
愉
快
」
で
あ
り
「
快

楽
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
書
き
損
じ
原
稿
の
多
さ
は
「
苦
痛
」

よ
り
も
「
快
楽
」
を
も
た
ら
す
創
造
行
為
の
結
果
で
も
あ
っ
た
か
ら
だ
。

書
き
損
じ
原
稿
で
興
味
深
い
点
に
い
く
つ
か
触
れ
て
み
る
。
た
と
え
ば
、
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第
十
四
章
の
冒
頭
の
一
枚
の
草
稿
〈

〉
は
加
筆
さ
れ
て
定
稿
と
し
て
定
着

し
て
い
る
。

き
ぶ
ん

う
ち

も
ん
ぜ
ん

あ
る

津
田
は
同
じ
気
分
で
自
分
の
宅
の
門
前
迄
歩
い
た
。
彼
が
玄
関
の
格

て

か

あ

さ
き

子
へ
手
を
掛
け
よ
う
と
す
る
と
、
格
子
の
ま
だ
開
か
な
い
先
に
、
障
子

ほ
う

あ

の
ぶ

す
が
た

（
の
方
）
が
す
う
と
開
い
（
た
。
さ
う
し
て
）
お
延
の
姿
が
〈
何
時
の

か
れ

ま
へ

あ
ら

か
れ

び
っ
く
り

間
に
か
〉
彼
の
前
に
現
は
れ
〈
て
ゐ
〉
た
。
彼
は
吃
驚
し
た
や
う
に
、

か
ほ

な
が

薄
化
粧
を
〈
施
こ
〉
し
た
彼
女
の
〈
横
〉
顔
を
眺
め
た
。（
十
四
・
１
）

…
…
全
集
第
二
六
巻
一
三
八
頁

う
ち

も
ん
ぜ
ん

あ
る

津
田
は
同
じ
気
分
で
自
分
の
宅
の
門
前
迄
歩
い
た
。
彼
が
玄
関
の
格

か

あ

さ
き

子
へ
手
を
掛
け
よ
う
と
す
る
と
、
格
子
の
ま
だ
開
か
な
い
先
に
、
障
子

は
う

あ

の
ぶ

す
が
た

い

つ

ま

か
れ

の
方
が
す
う
と
開
い
た
。
さ
う
し
て
お
延
の
姿
が
何
時
の
間
に
か
彼
の

ま
へ

あ
ら

び
っ
く
り

う
す
げ

前
に
現
は
れ
て
ゐ
た
。
彼
は
吃
驚
し
た
や
う
に
、
薄
化
粧
を
施
こ
し
た

か
ほ

彼
女
の
横
顔
を
眺
め
た
。（
全
集
第
一
一
巻
四
一
頁
）

『
そ
れ
か
ら
』
の
場
合
な
ら
、〈
何
時
の
間
に
か
〉〈
て
ゐ
〉
の
加
筆
、「
薄

化
粧
を
し
た
」
を
「
薄
化
粧
を
施
し
た
」
に
、「
顔
」
を
「
横
顔
」
に
そ
れ

ぞ
れ
修
訂
す
る
例
―
―
も
ち
ろ
ん
精
緻
な
描
写
に
な
っ
て
い
る
―
―
な
ど

は
、
い
ち
い
ち
原
稿
用
紙
を
換
え
る
こ
と
な
く
、
書
き
進
め
た
段
階
で
そ
の

都
度
加
筆
し
て
済
ま
せ
て
い
る
。
た
だ
写
真
版
を
よ
く
見
る
と
、「
障
子
（
の

方
）
が
す
う
と
開
い
（
た
。
さ
う
し
て
）
お
延
の
姿
」
と
い
う
ふ
う
に
、
執

筆
の
途
中
で
二
度
に
亙
っ
て
フ
ー
セ
ン
を
膨
ら
ま
せ
る
か
た
ち
で
加
筆
し
て

い
る
﹇
引
用
中
の
（

）
で
表
示
し
た
個
所
）、
以
下
同
じ
﹈
こ
と
が
分
か

る
。
わ
ず
か
タ
テ
一
八
字
（
橋
口
五
葉
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
「
漱
石
山
房
」
の

原
稿
用
紙
は
１９
字
×
１０
行
だ
が
、
朝
日
新
聞
の
一
段
の
組
み
字
数
に
合
わ
せ

て
、
下
の
一
字
を
空
け
て
書
か
れ
て
い
る
）
の
六
行
で
六
度
の
推
敲
の
跡
は

見
苦
し
い
と
判
断
さ
れ
書
き
損
じ
と
し
て
処
理
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
に
し
て
も
、
従
来
な
ら
加
筆
訂
正
で
済
ん
だ
も
の
を
な
ぜ
反
古
に
し
、
裏

を
書
の
練
習
用
紙
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
疑
問
が
残
る
。
そ
う
し
た
例

を
も
う
一
つ
挙
げ
て
み
よ
う
。

の
ぶ

し
た

お

く
ぐ

と

あ

そ
と

お
延
は
す
ぐ
下
へ
降
り
た
。
や
が
て
潜
り
戸
が
開
い
て
下
女
の
外
へ

で

あ
し
お
と

き

て

は
い

ま
で

出
る
足
音
が
聞
こ
え
た
。津
田
は
必
要
の
品
物
が
自
分
の
手
に
入
る
迄
、

な
に

ま
へ

す
わ

何
も
せ
ず
に
、
た
ゞ
机
の
前
に
坐
つ
て
煙
草
を
吹
か
し
た
。

あ
た
ま

ち
ち

う
ま

彼
の
頭
は
勢
ひ
彼
の
父
を
離
れ
な
か
つ
た
。
東
京
に
生
れ
て
東
京
に

そ
だ

か
み
が
た

わ
る
く
ち

育
つ
た
（
其
）
父
（
は
）、
何
ぞ
と
い
ふ
と
（
す
ぐ
）
上
方
の
悪
口
を

く
せ

つ

云
ひ
た
が
る
癖
に
、（
何
時
か
）
永
住
の
目
的
で
京
都
に
落
ち
付
い
て

し
ま
つ
た
。

若
い
彼
に
は
（
い
ま
だ
に
）
合
点
が
行
か
な
か
つ
た
。（
十
五
・
５
）

…
…
全
集
第
二
六
巻
一
四
〇
頁

こ
こ
の
部
分
は
、
京
都
の
父
親
か
ら
の
送
金
を
待
ち
つ
つ
、
父
親
に
つ
い

て
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
消
し
も
若
干
あ
る
が
、
行
が

欄
外
に
は
み
出
し
て
い
る
以
外
、
さ
ほ
ど
気
に
な
る
草
稿
と
は
い
え
な
い
。

漱
石
は
、
こ
れ
を
ほ
ぼ
活
か
し
（「
永
住
の
目
的
で
」
を
「
永
住
の
目
的
を

も
つ
て
」
に
改
変
）、「
若
い
彼
に
は
（
い
ま
だ
に
）
合
点
が
行
か
な
か
つ

た
。」
と
い
う
簡
潔
す
ぎ
る
一
文
を
削
除
し
て
、「
永
住
の
目
的
で
京
都
に
落

ち
付
い
て
し
ま
つ
た
。」
に
続
け
て
新
た
に
次
の
よ
う
な
具
体
的
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
加
筆
し
敷
衍
さ
せ
た
。

― 319 ―



彼
が
其
土
地
を
余
り
好
ま
な
い
母
に
同
情
し
て
多
少
不
賛
成
の
意
を

洩
ら
し
た
時
、
父
は
自
分
で
買
つ
た
土
地
と
自
分
が
建
て
た
家
と
を
彼

に
示
し
て
、「
是
を
何
う
す
る
気
か
」
と
云
つ
た
。
今
よ
り
も
ず
つ
と

年
の
若
か
つ
た
彼
は
、
父
の
言
葉
の
意
味
さ
へ
よ
く
解
ら
な
か
つ
た
。

（
全
集
第
一
一
巻
十
五
、
四
六
頁
）

土
地
と
家
の
相
続
に
つ
い
て
の
拘
泥
は
、
家
父
長
制
の
下
、
牛
込
・
馬
場

下
横
町
の
実
家
が
三
兄
和
三
郎
直
矩
に
よ
っ
て
処
分
さ
れ
て
以
来
、
漱
石
の

ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
こ

こ
で
の
問
題
で
は
な
い
。
た
だ
、
付
け
加
え
ら
れ
た
部
分
は
、「
永
住
」
の

根
拠
を
具
体
的
に
示
し
た
限
り
で
は
ま
っ
た
く
無
意
味
で
は
な
い
が
、
ス
ト

ー
リ
ー
の
流
れ
か
ら
い
う
と
、
直
接
関
係
の
薄
い
余
剰
的
な
部
分
と
い
え
な

く
も
な
い
。父
親
へ
の
違
和
感
を
強
調
す
る
意
味
で
加
筆
さ
れ
た
と
し
て
も
、

〈
示
す
〉
と
い
う
動
作
が
分
か
り
に
く
い
し
、
む
し
ろ
「
若
い
彼
に
は
（
い

ま
だ
に
）
合
点
が
行
か
な
か
つ
た
。」
と
い
う
簡
潔
な
表
現
だ
け
で
十
分
で

あ
ろ
う
。
む
し
ろ
そ
の
方
が
明
快
で
さ
え
あ
る
。

ま
た
漱
石
は
、
原
稿
用
紙
を
破
棄
し
た
り
、
取
り
替
え
る
必
要
が
な
い

（
と
、
判
断
さ
れ
る
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
執
筆
の
進
行
を
押
し
と

ど
め
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
緊
密
な
展
開
を
期
待
し
て
、
新
し
い
用
紙
を
用
意
し
、

握
っ
た
ペ
ン
と
原
稿
用
紙
の
あ
い
だ
を
彷
徨
し
、
逡
巡
の
時
間
を
も
つ
。
と

き
に
は
、
確
信
が
も
て
な
い
苛
立
ち
で
ペ
ン
を
原
稿
用
紙
に
打
ち
つ
け
イ
ン

ク
を
迸
ら
せ
て
み
た
り
、「T

okyo

」「Y
okoham

a

」
な
ど
の
悪
戯
書
き

を
し
て
み
た
り
す
る
。
原
稿
用
紙
に
残
さ
れ
た
こ
う
し
た
痕
跡
は
、
た
だ
小

説
が
書
け
な
い
と
い
う
サ
イ
ン
と
見
做
し
て
は
な
ら
な
い
。

書
き
損
じ
原
稿
は
、
各
章
の
冒
頭
に
集
中
し
て
い
る
。
作
者
の
頭
脳
は
、

前
回
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
踏
ま
え
て
こ
れ
か
ら
展
開
し
て
い
く
物
語
世
界

を
切
り
開
い
て
い
く
。

『
明
暗
』
第
十
七
章
は
、
書
き
損
じ
原
稿
の
多
さ
か
ら
、
暗
示
と
隠
蔽
と

い
う
書
く
こ
と
の
機
微
が
特
に
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
読
者
を
意

識
し
た
隠
蔽
と
緊
密
な
構
成
へ
の
配
慮
は
、
書
く
こ
と
へ
の
逡
巡
と
対
応
し

て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

津
田
は
昨
年
暮
以
来
、
小
林
病
院
に
通
い
、
と
う
と
う
痔
の
手
術
を
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
日
程
を
問
い
合
わ
せ
に
病
院
へ
赴
く
。
漱
石
は
〈
津
田
〉

と
書
き
〈
彼
〉
と
も
書
い
て
い
る
。
病
院
の
玄
関
を
抜
け
た
突
き
当
た
り
の

狭
い
待
合
室
に
は
六
人
の
患
者
が
診
療
を
待
っ
て
い
る
。
患
者
た
ち
は
一
貫

し
て
〈
彼
等
〉
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。〈
彼
等
〉
は
新
来
の
〈
津
田
〉
の
視

線
を
避
け
、
意
識
的
に
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
黙
っ
て
い
る
。〈
彼
等
〉
は
〈
華

や
か
に
彩
ら
れ
た
〉〈
過
去
の
断
片
の
た
め
に
、
急
に
黒
い
影
を
投
げ
か
け

ら
れ
る
〉
の
を
恐
れ
て
そ
の
〈
黒
い
影
〉
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
。〈
彼

等
〉
は
明
ら
か
に
性
病
の
治
療
に
来
て
い
る
男
性
た
ち
で
あ
る
。〈
津
田
〉

は
昨
年
暮
、
思
い
が
け
な
く
こ
の
場
所
で
逢
っ
た
二
人
の
知
人
の
こ
と
を
回

想
す
る
。
一
人
は
妹
婿
（
の
ち
に
堀
庄
太
郎
と
い
う
名
前
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
）、
も
う
一
人
は
（
こ
の
段
階
で
は
判
明
し
な
い
が
）〈
友
達
〉
と
名
指
さ

れ
て
い
る
関
と
い
う
男
で
あ
る
。
以
下
、
テ
ク
ス
ト
生
成
研
究
に
お
い
て
格

好
の
表
現
の
揺
ら
ぎ
と
定
着
の
跡
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
友
達
〉＝

関
の
病
気
を
め
ぐ
る
重
要
な
伏
線
を
ど
の
程
度
読
者
に
明
ら

か
に
す
べ
き
か
、
作
者
と
し
て
最
も
悩
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
関
の
病
気
が
性

病
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
小
説
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
段
階
で
（
そ
れ
も

露
骨
で
は
な
く
）、
清
子
の
温
泉
場
行
き
の
プ
ロ
ッ
ト
が
、
津
田
の
病
気
と
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も
あ
る
種
通
底
し
合
い
、
流
産
後
の
体
を
癒
す
と
い
う
隠
微
と
も
い
え
る
意

味
と
連
結
す
る
。
津
田
に
と
っ
て
は
、
肛
門
と
ヴ
ァ
ギ
ナ
と
い
う
男
女
に
お

け
る
身
体
の
部
位
の
近
接
性
か
ら
、
二
人
の
関
係
の
よ
り
を
戻
す
可
能
性
が

膨
ら
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
『
明
暗
』
の
病
理
の
本
質
は
そ
の
こ
と

と
直
接
関
係
す
る
こ
と
な
く
（
つ
ま
り
肉
体
的
な
も
の
に
あ
る
の
で
は
な

く
）、
あ
く
ま
で
も
恋
愛
と
い
う
精
神
の
問
題
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
が
次

第
に
判
明
し
て
い
く
。

第
十
七
章
は
重
要
な
変
更
点
を
含
ん
だ
改
稿
で
あ
る
。
暗
示
的
な
友
達

（
こ
の
段
階
で
は
誰
で
あ
る
か
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
）
の
言
っ
た
言
葉

は
、
物
語
の
進
展
に
よ
っ
て
、
関
と
清
子
の
結
婚
話
に
か
ら
ん
だ
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
。〈
容
易
な
ら
ん
運
命
〉→
〈
大
変
な
結
果
〉→

〈
異
常
な

結
果
〉（
定
稿
）
と
い
う
変
遷
を
た
ど
る
推
敲
の
跡
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

す

あ
と

響
も
な
く
済
ん
だ
が
、
そ
れ
ぎ
り
で
後
が
な
さ
さ
う
に
思
へ
た
友
達

の
上
に
は
、
津
田
か
ら
云
つ
て
容
易
な
ら
ん
運
命
が
（
十
七
・
７
・
１
）

…
…
全
集
第
二
六
巻
一
四
一
頁

す

あ
と

お
も

響
も
な
く
済
ん
だ
が
、
そ
れ
ぎ
り
で
後
の
な
さ
さ
う
に
思
へ
た
友
達

と
き

と
彼
と
の
間
に
は
、
大
変
な
結
果
が
生
れ
た
。
彼
は
其
時
云
つ
た
友
達

あ
き

の
言
葉
を
明
ら
か
に
覚
え
て
ゐ
た
。（
十
七
・
７
・
２
）

…
…
同
前

い
も
と
む
こ

だ
け

妹
婿
の
事
は
一
時
の
驚
ろ
き
丈
で
、
大
し
た
影
響
も
な
く
済
ん
だ

あ
と

が
、
そ
れ
ぎ
り
で
後
の
な
さ
さ
う
に
思
へ
た
友
達
と
彼
と
の
間
に
は
、

そ
の
ご
其
後
異
常
な
結
果
が
生
れ
た
。（
全
集
第
一
一
巻
、
五
三
頁
）

〔
十
七
・
７
・
１
〕
に
お
け
る
「
友
達
の
上
に
は
」
と
い
う
表
現
に
は
、

清
子
と
の
結
婚
の
様
子
（
清
子
の
積
極
性
の
可
能
性
、
な
ど
を
含
め
て
）
は

ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
表
現
は
取
り
敢
え
ず
軽
く
と
っ
て
お

こ
う
。
し
か
し
、
次
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
津
田
の
視
点
か
ら
な
さ
れ
て
お
り
、

（
十
七
・
７
・
２
）
と
比
べ
る
と
、
重
大
性
を
帯
び
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の

重
大
性
を
帯
び
た
表
現
は
（
十
七
・
７
・
２
）
で
は
や
や
後
退
し
て
、
客
観

性
が
強
ま
り
、「
友
達
」
と
「
彼
」（
津
田
）
と
は
相
対
的
に
捉
え
ら
れ
て
い

る
。
両
者
に
と
っ
て
「
大
変
な
結
果
」
が
生
じ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
友

達
」
に
も
分
有
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
津
田
の
心
中
は
、
そ
の
内
容
が
読

者
に
は
伏
せ
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
と
き
発
せ
ら
れ
た

「
友
達
の
言
葉
」
に
依
然
と
し
て
と
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
定
稿
の
〈
異

常
な
結
果
〉
に
な
る
と
、（
十
七
・
７
・
２
）
の
文
脈
を
維
持
し
つ
つ
、
津

田
に
と
っ
て
、
清
子
が
二
人
の
恋
愛
関
係
を
清
算
し
、
そ
れ
ま
で
関
係
が
薄

か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
関
（
現
存
の
『
明
暗
』
の
最
後
に
至
る
ま
で
登
場
す

る
こ
と
の
な
い
）
と
い
う
津
田
の
友
人
と
突
然
結
婚
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

衝
撃
的
な
経
験
が
反
映
さ
れ
、〈
異
常
な
結
果
〉
の
事
実
性
が
強
調
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
定
稿
で
は
続
け
て
津
田
の
衝
撃
的
な
動
作
が
描
写

さ
れ
る
。其

時
の
友
達
の
言
葉
と
今
の
友
達
の
境
遇
と
を
連
結
し
て
考
へ
な
け

シ
ヨ
ツ
ク

れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
津
田
は
、
突
然
衝
撃
を
受
け
た
人
の
や
う
に
、
眼

を
開
い
て
額
か
ら
手
を
放
し
た
。（
全
集
第
一
一
巻
五
三
頁
）

ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
が
か
な
り
進
ん
で
も
、
書
き
直
し
原
稿
の
量
は
減
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
十
川
信
介
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
語
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
津
田
と
お
延
の
結
婚
に
至
る
道
筋
に
つ
い
て
も
、
漱
石
は
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意
図
的
に
か
そ
れ
と
も
書
き
泥
ん
だ
た
め
か
省
筆
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
書

き
損
じ
原
稿
の
中
に
そ
れ
を
暗
示
す
る
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

＊

最
晩
年
、
漱
石
が
明
清
時
代
の
詩
人
に
興
味
を
示
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
る
。『
高
青
邱
詩
醇
』
を
架
蔵
し
て
い
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
結
城
素
明

の
画
に
賛
と
し
て
高
の
詩
を
録
し
た
こ
と
が
あ（

１２
）る。

吉
川
幸
次
郎
は
『
漱
石
詩
注
』（
岩
波
新
書
）
の
「
序
」
の
文
末
で
、
漱

石
が
明
清
の
詩
に
興
味
を
抱
い
た
こ
と
に
触
れ
、次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。

小
説
『
明
暗
』
第
七
十
九
章
で
は
、
お
な
じ
く
沈
徳
潜
の
『
明
詩
別

裁
』
を
、
京
都
の
お
延
の
父
が
、
津
田
の
父
か
ら
借
り
て
い
た
の
を
返

し
、
代
り
に
新
し
く
『
呉
梅
村
詩
』
を
借
り
に
ゆ
く
使
者
に
、
彼
の
女

が
立
っ
た
の
が
、
二
人
が
顔
を
合
わ
せ
る
さ
い
し
ょ
で
あ
る
。（『
漱
石

詩
注
』
一
四
頁
）

吉
川
は
『
明
暗
』
の
プ
ロ
ッ
ト
の
展
開
と
漢
籍
と
の
関
係
に
つ
い
て
こ
れ

以
上
言
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
お
延
と
津
田
の
最
初
の
出
会
い
と
し
て

重
要
だ
が
、
小
説
で
は
そ
こ
か
ら
二
人
が
ど
う
い
う
経
路
を
た
ど
っ
て
結
婚

し
た
か
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
か
な
り
の
蔵
書
家
と
思
わ
れ
る
者

同
士
の
漢
詩
集
の
貸
借
は
、
二
世
代
間
の
教
養
の
落
差
を
示
す
表
象
と
し
て

の
意
味
合
い
が
強
い
。
し
か
し
読
み
方
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
後
津
田
が
教
養

を
積
み
、「
経
済
学
の
独
逸
書
」（
三
十
九
）
を
読
む
プ
ロ
ッ
ト
ほ
ど
イ
ン
パ

ク
ト
は
な
い
。『
明
詩
別
裁
』
や
『
呉
梅
村
詩
』
に
つ
い
て
は
、
野
網
摩
利

子
が
『
漱
石
の
読
み
方

『
明
暗
』
と
漢
籍
』（
二
〇
一
六
・
一
二
、
平
凡

社
）
に
よ
っ
て
、
幅
広
い
文
化
論
的
な
コ
ー
ド
の
中
で
、
吉
川
幸
次
郎
が
提

起
し
た
問
題
系
を
一
層
精
緻
に
深
め
て
い
る
。
そ
の
意
義
を
認
め
つ
つ
、
漢

詩
集
の
貸
し
借
り
を
通
し
て
描
か
れ
た
旧
世
代
の
教
養
は
物
語
全
体
の
中
で

は
孤
立
し
て
い
る
。
漢
詩
文
を
基
に
し
た
そ
う
し
た
世
界
は
津
田
や
小
林
に

と
っ
て
も
は
や
は
無
関
心
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
親
子
の
世
代
の
教
養
の
分
断

の
み
な
ら
ず
、
同
世
代
の
人
間
同
士
の
階
級
的
な
対
立
す
ら
描
か
れ
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
荒
涼
と
し
た
物
語
世
界
に
、
漢
詩
が
一

服
の
清
涼
剤
た
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
議
論
が
分
か
れ
る
所

で
あ
る
。
ま
た
野
網
摩
利
子
の
よ
う
に
、『
呉
梅
村
詩
』
が
津
田
と
お
延
、

津
田
と
清
子
と
い
う
男
女
関
係
の
讖
を
成
す
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
り
、『
明
暗
』

内
部
に
仕
掛
け
ら
れ
た
ギ
ミ
ッ
ク
―
―
「
時
限
爆
弾
」
―
―
と
す
る
解
釈
も

自
由
だ
ろ
う
。
漱
石
は
小
説
を
作
る
と
き
何
よ
り
も
「
自
然
の
法
則
」（
一

九
〇
七
・
八
・
五
、
鈴
木
三
重
吉
宛
書
簡
）
を
尊
重
し
た
。
冒
頭
で
触
れ
た

「
自
由
に
成
る
」
と
い
う
創
造
の
秘
密
と
併
せ
て
、
謎
解
き
の
仮
説
が
圏
外

に
置
か
れ
た
不
発
弾
に
終
わ
ら
な
け
れ
ば
よ
い
の
だ
が
。
も
し
津
田
の
父
親

の
教
養
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
も
た
せ
る
と
し
た
ら
、
作
家
は
物
語
全
体
の
中

で
単
数
ま
た
は
複
数
の
プ
ロ
ッ
ト
を
設
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、
津
田
の
父
た
ち
を
再
登
場
さ
せ
、
彼
ら
の
会
話
の
片
言
隻
句
の
中
に
、

詩
集
の
内
容
に
つ
い
て
の
感
想
を
そ
れ
と
な
く
織
り
込
ま
せ
る
な
ど
工
夫
を

凝
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
そ
の
可
能
性
を
期
待
す
る
こ
と
は
無
理
だ

ろ
う
。

一
海
知
義
は
「
詩
中
の
典
故
は
、
料
理
の
隠
し
味
の
ご
と
く
、
詩
に
奥
ゆ

き
を
与
え
、
味
わ
い
を
深
め（

１３
）る。」
と
書
い
て
い
る
。
前
出
の
九
月
一
三
日

作
「
無
題
」
に
漱
石
が
「
挂
剣
微
思
剣
不
自
知

誤
爲
季
子
愧
無
期
（
剣
を

か

み

き

は

挂
く
る
微
思

自
ず
か
ら
知
ら
ず

誤
っ
て
季
子
と
為
り

期
無
き
を
愧

ず
）」
と
、
掛
剣
の
故
事
を
踏
ま
え
て
表
現
し
た
こ
と
に
言
及
し
た
エ
ッ
セ
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イ
の
中
で
あ
る
。「
典
故
」
な
ら
ぬ
小
説
と
い
う
大
海
の
中
に
ポ
ツ
ン
と
浮

か
ん
だ
漢
詩
集
の
存
在
か
ら
「
奥
ゆ
き
」
と
「
味
わ
い
」
を
感
得
す
る
こ
と

は
自
由
だ
。し
か
し
漢
詩
に
親
し
み
脱
俗
的
な
人
物
に
み
え
る
「
父
の
品
性
」

「
父
の
料
簡
」
が
息
子
や
娘
に
よ
っ
て
辛
辣
な
眼
で
と
ら
え
ら
れ
、
そ
の
け

ち
臭
さ
が
暴
露
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、「
隠
し
味
」
ど
こ
ろ
で
は
な
い
皮
肉

の
表
れ
だ
ろ
う
。

津
田
と
お
延
の
新
家
庭
に
新
た
な
情
報
を
も
た
ら
し
、
二
人
の
感
情
と
理

性
を
撹
乱
す
る
プ
ロ
ッ
ト
が
仕
組
ま
れ
て
い
る
。
一
人
は
友
人
の
小
林
で
あ

り
、
津
田
の
留
守
宅
を
訪
れ
て
お
延
に
津
田
の
愛
人
の
存
在
を
ほ
の
め
か
し

て
泣
か
せ
、
も
う
一
人
は
妹
の
お
秀
で
あ
り
、
入
院
中
の
津
田
を
訪
ね
て
兄

妹
喧
嘩
を
引
き
起
こ
す
。
と
も
に
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
に
奥
行
き
を
も
た
ら

し
面
白
く
さ
せ
て
い
る
個
性
的
な
人
物
で
あ
る
（
お
秀
の
登
場
に
よ
っ
て

「
父
の
品
性
」「
父
の
料
簡
」
に
対
す
る
批
評
の
場
が
生
ま
れ
る
）。
こ
の
プ

ロ
ッ
ト
は
漱
石
の
筆
を
勢
い
づ
か
せ
る
と
同
時
に
書
き
泥
ま
せ
た
よ
う
だ
。

「
八
十
四
」
〜
「
九
十
」
と
「
九
十
一
」
〜
「
九
十
七
」
の
一
連
の
章
が
相

当
し
、
う
ち
「
八
十
九
」
章
は
書
き
損
じ
が
二
枚
と
少
な
く
原
稿
は
滑
ら
か

に
進
ん
だ
よ
う
だ
が
、
病
院
で
の
津
田
と
お
秀
の
「
感
情
と
理
屈
の
縺
れ
合

つ
た
」
会
話
を
中
心
と
し
た
「
九
十
六
」
章
（
全
集
第
二
六
巻
二
一
八
頁
〜

二
一
九
頁
）
で
は
、
五
枚
の
書
き
損
じ
原
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
。
枚
数
と
し

て
は
多
い
方
で
あ
る
。
う
ち
一
枚
は
、
原
稿
の
進
行
を
急
い
だ
た
め
か
、
消

し
忘
れ
が
一
個
所
あ
り
、
そ
れ
を
残
し
た
ま
ま
破
棄
さ
れ
て
い
る
。

大
正
五
年
九
月
一
日
、
漱
石
は
芥
川
・
久
米
宛
書
簡
の
中
で
「
高
青
邱
が

詩
作
を
す
る
時
の
自
分
の
心
理
状
態
を
描
写
し
た
長
い
詩
が
あ
り
ま
す
。」

と
書
い
た
。
こ
の
言
葉
は
、
一
人
の
孤
独
者
が
次
代
を
担
う
芥
川
と
い
う
孤

独
な
青
年
に
向
け
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
世
代
を
超
え
、
孤
独
者
の
み
が

体
験
し
う
る
創
造
の
深
奥
の
喜
び
を
分
か
ち
合
お
う
と
す
る
精
神
が
息
づ
い

て
い
る
。
芥
川
も
久
米
も
漱
石
と
そ
の
文
学
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
肖
像
を

描
い
て
い
た
。
漱
石
は
漢
詩
を
た
し
な
む
芥
川
に
向
っ
て
語
り
か
け
、
真
の

教
養
を
共
有
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
別
の
意
味
で
、『
明
詩

別
裁
』
や
『
呉
梅
村
詩
』
よ
り
重
要
な
視
点
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

注

（
１
）
漱
石
に
引
導
を
渡
し
た
釈
宗
演
の
『
碧
巌
録
講
話
』
下
巻
（
大
正
五
年

一
二
月
、
光
融
館
）
に
よ
る
と
、
こ
の
則
の
「
提
唱
」
に
「
明
は
明
に
し

て
能
く
物
の
形
の
分
明
す
る
所
、
暗
は
暗
黒
に
し
て
物
の
形
を
も
見
分
け

難
い
所
で
あ
る
。（
…
…
）
明
暗
雙
雙
同
時
に
在
る
有
様
で
あ
る
、（
…
…
）

宇
宙
森
羅
の
万
象
同
条
に
生
じ
て
同
条
に
死
せ
ぬ
、（
…
…
）
明
暗
は
差

別
し
て
居
る
け
れ
ど
、
明
中
暗
あ
り
、
暗
中
明
あ
り
。
明
と
差
別
し
、
暗

と
平
等
な
る
も
、
平
等
中
に
差
別
を
見
、
差
別
中
に
平
等
を
見
ね
ば
な
ら

ぬ
。」
と
あ
る
（
同
書
一
二
頁
）。
漱
石
が
禅
語
を
意
識
し
つ
つ
、
ど
こ
ま

で
人
間
の
世
界
を
「
明
暗
雙
雙
同
時
に
在
る
有
様
」
と
し
て
描
こ
う
と
し

て
い
た
か
は
議
論
の
分
か
れ
る
所
だ
ろ
う
。「
明
暗
雙
雙
」
は
釈
宗
演
の

「
提
唱
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
禅
語
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
の
輝
き

を
増
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
俗
に
堕
し
か
ね
な
い
言
葉
だ
か
ら
だ
。
漢

詩
は
字
義
だ
け
を
借
り
、『
明
暗
』
は
別
の
物
語
世
界
を
展
開
し
た
の
だ

と
い
う
見
方
も
十
分
に
成
り
立
つ
だ
ろ
う
。

（
２
）
「
思
い
の
ま
ま
に
稿
を
進
め
て
い
る
」（
和
田
利
男
『
漱
石
漢
詩
研
究
』

一
九
三
七
・
八
、
人
文
書
院
）、「
自
由
自
在
に
出
来
上
が
っ
て
行
く
」（
中

村
宏
『
漱
石
漢
詩
の
世
界
』
一
九
八
三
・
九
、
第
一
書
房
）、「
自
由
自
在

に
書
い
て
い
る
」（
佐
古
純
一
郎
『
漱
石
漢
詩
全
釈
』
一
九
八
三
・
一
〇
、
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二
松
学
舎
大
学
出
版
部
）、「
禅
家
に
い
う
大
自
在
の
絶
対
境
の
現
成
（
げ

ん
じ
ょ
う
）
を
み
る
」（
飯
田
利
行
『
新
釈

漱
石
詩
集
』
一
九
九
四
・

一
〇
、
柏
書
房
）、
な
ど
、
表
現
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
同
様
の
解

釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。
な
お
、
前
述
和
田
本
の
出
版
に
つ
い
て
、
本
人
は

「
奥
付
に
は
昭
和
十
二
年
八
月
一
日
発
行
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
戦

時
中
の
出
版
事
情
か
ら
、
発
行
所
が
表
面
そ
う
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
し

て
、
本
当
の
刊
行
は
昭
和
一
九
年
の
年
末
の
こ
と
と
し
て
い
る
（「
漱
石

漢
詩
注
釈
上
の
疑
義
」
の
は
し
が
き
。こ
の
文
章
は
『
漱
石
の
詩
と
俳
句
』

（
一
九
七
四
・
一
二
、
め
る
く
ま
ー
る
社
）
に
収
録
さ
れ
、
現
在
は
『
漱

石
の
漢
詩
』（
二
〇
一
六
・
八
、
文
藝
春
秋
）
に
再
録
）。
七
年
の
ス
パ
ン

は
信
じ
が
た
い
が
、
原
稿
の
推
敲
や
紙
の
調
達
な
ど
の
条
件
も
重
な
り
刊

行
が
大
幅
に
遅
れ
た
も
の
か
。
因
み
に
、
私
の
所
有
す
る
本
の
「
序
」
に

は
「
昭
和
十
二
年
孟
夏
」
と
あ
り
、
奥
付
は
「
昭
和
十
二
年
八
月
一
日
発

行
／
昭
和
十
五
年
三
月
再
版
」
と
あ
る
。
た
だ
し
そ
う
し
た
出
版
事
情
に

か
か
わ
ら
ず
、
和
田
の
『
漱
石
漢
詩
研
究
』
は
最
も
古
い
漢
詩
研
究
の
金

字
塔
と
し
て
の
価
値
を
失
う
こ
と
は
な
い
。

（
３
）
和
田
『
漱
石
漢
詩
研
究
』
は
注
（
２
）
を
参
照
。
松
岡
譲
『
漱
石
の
漢

詩
』（
一
九
四
六
・
九
、
十
字
屋
書
店
）。
改
訂
版
が
一
九
六
六
年
九
月
に

朝
日
新
聞
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

（
４
）
『
新
釈

漱
石
詩
集
』
四
頁
。

（
５
）
『
漱
石
の
読
み
方

『
明
暗
』
と
漢
籍
』（
二
〇
一
六
・
一
二
、
平
凡

社
）。
特
に
「
四

手
に
し
た
漢
籍
が
世
界
を
駆
動
す
る
」
の
章
。
同
書

五
三
頁
〜
六
四
頁
。

（
６
）
古
井
由
吉
『
漱
石
の
漢
詩
を
読
む
』
八
二
頁
。

（
７
）
（
６
）
に
同
じ
。
八
三
頁
。

（
８
）
（
６
）
に
同
じ
。
一
一
一
頁
。

（
９
）
吉
川
幸
次
郎
『
漱
石
詩
注
』
一
五
二
頁
。

（
１０
）
注
（
９
）
に
同
じ
。
読
み
下
し
は
同
書
一
五
二
頁
。

（
１１
）
『
明
暗
』
を
絶
賛
し
た
芥
川
ら
に
比
す
れ
ば
、
先
輩
門
下
生
た
ち
の
反

応
は
そ
れ
に
及
ば
な
か
っ
た
。
門
下
生
の
う
ち
、
赤
木
桁
平
に
完
成
原
稿

の
『
明
暗
』
が
譲
渡
さ
れ
、
久
米
正
雄
が
草
稿
（
書
き
損
じ
原
稿
）
を
譲

り
受
け
た
こ
と
も
象
徴
的
だ
。
な
お
、
久
米
の
自
伝
的
小
説
（『
破
船
』

な
ど
）
の
中
で
は
、
漱
石
の
書
の
分
配
に
関
し
て
、
鏡
子
夫
人
の
許
諾
を

得
ず
に
一
騒
動
が
あ
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
草
稿
の
分

配
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

久
米
は
の
ち
に
な
っ
て
草
稿
を
入
手
し
た
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
な
い
。

そ
の
点
は
今
後
検
討
し
た
い
。

（
１２
）
大
正
五
年
六
月
「
題
結
城
素
明
画
」、『
漱
石
全
集
』
第
一
八
巻
五
七
〇

頁
。《
素
明
の
絵
に
漱
石
が
賛
を
加
え
た
作
品
は
何
幅
か
遺
っ
て
い
る
が
、

文
中
に
い
う
人
物
画
の
「
下
端
に
」「
高
青
邱
の
詩
に
録
し
」
た
も
の
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
見
当
ら
な
い
。》

（
１３
）
一
海
知
義
「
掛
剣
の
情
」（『
漱
石
と
河
上
肇
─
─
日
本
の
二
大
漢
詩

人
』
一
九
九
六
・
一
二
、
藤
原
書
店
）
一
九
六
頁
〜
一
九
七
頁
。

（
い
し
ざ
き

ひ
と
し

本
学
名
誉
教
授
）
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